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開会 午前１０時００分 

○事務局長（庄野勝政君） 御起立願います。 

 おはようございます。 

 町民憲章を斉唱いたします。 

 一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。 

 一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を

育てましょう。 

 一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてるあたたかい町を育てま

しょう。 

 一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。 

 一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。 

 お座りください。 

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） ただいまから、令和３年陸別町議会１２月定例会を開会しま

す。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これから、諸般の報告を行います。 

 議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願

います。 

──────────────────────────────────── 

◎町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 町長から、行政報告の申し出があります。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 １１月２６日第３回臨時会以降、本日までの行政報告

でありますが、口頭で１件、御報告申し上げます。 

 １２月１日の強風及び停電についてであります。 

 低気圧から伸びる前線が道内を通過した影響で、１２月１日、当町では置戸町内での

倒木により、午前７時２５分頃から、町内のほぼ全域で停電が発生しました。北電で

は、早速道内各所から陸別町への移動発電機車の配車と移動を行うとともに、リエゾン

担当者が派遣され、午前９時５５分に役場に到着し、情報共有を図るとともに、北電広

報車２台により町内の広報巡回が行われました。移動発電機車の稼働により、町内全域
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が通電され、仮復旧したのは午後４時５分、本復旧したのは午後１０時５９分でありま

す。 

 陸別小学校及び中学校は、午前１０時３０分頃仮復旧しましたが、給食については調

理ができなかったため、パンと牛乳と献立の一部を変更し、非常食の野菜シチューを提

供したところであります。午後からの活動につきましては、町内の停電の状況を踏ま

え、小学校・中学校ともに繰上げ下校とし、小学校は一斉集団下校となりました。 

 強風による被害につきましては、農家の物置小屋など４か所で屋根が剥がれるなどし

ました。また、公共施設では、上陸別浄水場と陸別浄水場のいずれも屋根の一部が剥が

されており、早急に修繕したいと考えております。 

 なお、お手元に、事業業務工事等発注一覧表を配付しておりますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

 以上で、行政報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎教育関係行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 教育長から、教育関係行政報告の申し出があります。 

 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）〔登壇〕 陸別町議会９月定例会以降、本日までの主な教育関

係の行政報告を申し上げます。 

 書面の中から１件、口頭で１件、御報告いたします。 

 まず、書面の中から、小・中学校の学習発表会、文化祭について御報告いたします。 

 １０月１６日土曜日に開催しました陸別小学校学習発表会につきましては、本年度も

コロナウイルス感染症対策を講じた結果、各学年、約２０分程度の発表とし、学年ごと

に児童、保護者を入替えながら開催をいたしました。また、陸別中学校第６２回文化祭

につきましては、１０月３１日日曜日午前中のみの開催とし、各学年の合唱コンクール

と本年度配付いたしましたタブレットを活用して、生徒が制作しました映像作品を上映

いたしました。 

 次に、口頭で１件、英語指導助手の任用についてであります。 

 ８月に任期満了で退任しました英語指導助手の後任についてであります。氏名は、

ティモテ・エドワード・ショーンテラー、２８歳、男性、出身地はカナダ国アルバータ

州オノウエイ町であります。コロナウイルス感染症対策の関係で、来日が延期されてい

ましたが、１１月２８日、来日いたしました。現在、隔離期間中でありますが、１２月

１３日、陸別町に着任の予定であります。今後も引き続き感染症対策を徹底し、円滑な

学習活動が行えるよう取り組んでまいります。 

 以上で、教育関係の主な行政報告を終わります。 

○議長（本田 学君） これで、行政報告を終わります。 
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 ただいまの報告に係る一般質問の通告は、本日、午後１時までに提出してください。 

 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、１番中村議員、２番三輪議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定の件 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 会期の決定の件を議題にします。 

 本件については、１２月３日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協

議しておりますので、委員長より報告を求めます。 

 多胡委員長。 

○６番（多胡裕司君）〔登壇〕 令和３年陸別町議会１２月定例会の運営について、１

２月３日に開催いたしました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結

果について御報告をいたします。 

 今定例会において、町長から事前に配付のありました議案は、規約の変更１件、条例

関係７件、補正予算６会計の合わせて１４件であります。 

 次に、議会関係では、一般質問５名、選挙管理委員及び同補充員選挙、意見書案４件

及び委員会の閉会中の継続調査についてを予定しております。 

 会期につきましては、議案の件数、内容等を総合的に勘案し、協議の結果、お手元に

お配りしております予定表のとおり、本日から１２月１０までの４日間とすることに決

定をいたしました。 

 なお、１２月９日と１０日につきましては、予備の日とし、予定表のとおり議事が進

行しなかった場合に限り、会議を開くことが決定しました。 

 次に、議案の一括議題についてでありますが、議事の能率化を図る上から、提案理由

が同一のものなどについては、一括して行うことにいたしました。 

 議案第７５号から議案第８０号までの令和３年度各会計補正予算６件についてであり

ますが、従前の例と同様に、提案理由の説明をそれぞれ一括して受けることとし、質

疑、討論、採決は、それぞれ各会計ごとに行うことにいたしました。 

 なお、今定例会では、選挙管理委員及び同補充員の選挙を予定しております。 
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 議会運営委員会では、指名推選とすることが適当であると決定しておりますので、御

了承願います。 

 以上のとおりであります。議員各位におかれましては、特段の御理解と御協力をお願

い申し上げ、御報告といたします。 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から１２月１

０日までの４日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から１２月１０日までの４日間にすることに決定しまし

た。 

 次に、お諮りします。 

 一括議題等、会議の進め方については、議会運営委員長の報告のとおり行うことに、

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認め、そのように行うことに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議案第６７号十勝圏複合事務組合規約の変更について                                 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第３ 議案第６７号十勝圏複合事務組合規約の変更につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６７号十勝圏複合事務組合規約の変更について

ですが、十勝圏複合事務組合から規約の一部変更について協議がありましたので、議会

の議決を求めるものであります。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） 議案第６７号です。十勝圏複合事務組合規約の変更につい

て。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、十勝圏複合事務組合規約を次のとおり変

更する。 

 十勝圏複合事務組合規約の一部を改正する規約。 

 十勝圏複合事務組合規約の一部を次のように改正する。 

 第３条の表（６）ごみ処理施設及び最終処分場の設置、維持管理・運営に関する事務
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の項中「（旧忠類村地域は除く。）」を削る。 

 附則。この規約は、令和４年４月１日から施行するです。 

 十勝圏複合事務組合でごみの広域処理を行っています。幕別町忠類地区につきまして

は、現在、広尾町・大樹町と３地区で広域処理を行っていますが、来年４月から十勝圏

で処理しようとするものであります。 

 現在は、この広域処理１５市町村が加入しております。 

 議案説明書、資料ナンバー１に新旧対照表をついていますので、後に御覧ください。 

 以上で、議案第６７号の説明といたします。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議お願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第６７号十勝圏複合事務組合規約の変更についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６７号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第６８号陸別町議会の議決すべき事件に関する条例の 

一部を改正する条例            

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第４ 議案第６８号陸別町議会の議決すべき事件に関する

条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６８号陸別町議会の議決すべき事件に関する条

例の一部を改正する条例についてですが、議会の議決すべき事件に必要な事件を加える

ため、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、総務課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 
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○議長（本田 学君） 副島総務課長。 

○総務課長（副島俊樹君） それでは、議案第６８号について説明をさせていただきま

す。 

 今回の条例改正につきましては、議会の議決すべき事件に必要な事件を加えるため、

所要の改正を行おうとするものであります。 

 資料のナンバー２をお開きください。 

 新旧対照表を載せてございますが、右側、現行の欄の第２条第３号、第４号をそれぞ

れ第４号、第５号と繰下げて、第２号の次に第３号として、陸別町地域福祉計画を加え

る改正でございます。 

 市町村地域福祉計画の策定は、社会福祉法の一部改正により任意とされていたもの

が、努力義務とされました。さらに、地域における高齢者の福祉、障がい者の福祉、児

童の福祉、その他の福祉に関し共通して取り組むべき事項を記載する、いわゆる上位計

画として位置づけられました。今年度、陸別町地域福祉計画の策定に向けて作業を進め

ているところでございます。 

 それでは、議案集２ページをお開きください。 

 条文につきましては、資料によりただいま説明させていただきましたので、附則を読

み上げます。 

 附則。この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第６８号の説明とさせていただきます。 

 以降、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいま総務課長が説明されたことと重複することになります

が、この市町村地域福祉計画、これは平成１２年に当時の社会福祉事業法の改正に伴っ

て、都道府県地域福祉計画とともに規定されたものでありまして、これも説明のとおり

でありますが、策定は当初は任意でありました。それが平成３０年４月に、社会福祉法

の一部改正によりまして努力義務とされて今日に至っていると、そのように認識してお

ります。これも説明のとおりでありますが、国の通知では地域における高齢者福祉、障

がい者福祉、児童福祉、その他の福祉と、こういうもののそれぞれの計画の上位計画と

いうことで、今年度の当初予算の説明の際にも、副町長の説明でも上位計画という言葉

があったと、そのように理解しております。 

 したがいまして、現在、この議会の議決すべき事件には高齢者福祉計画、介護保険事

業計画が含まれておりますので、その整合性をとる意味からいけば、今回の提案は理解

できるところであります。 
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 関連する質問で恐縮でありますが、この地域福祉計画の策定状況、これは毎年度公表

されておりますが、直近の公表の資料によりますと、管内の市町村で、これを策定して

いないのは恐らく陸別と、もう一つあるかないかぐらいだろうと思っております。当町

では、今年度の当初予算で５２９万１,０００円を計上しておりまして、業務委託によっ

て策定が進められていると思っております。既に、公募型プロポーザルによって行われ

ていると思いますが、現状の進行状況、それからこの後、議会提案に至るまでの予定に

ついてお伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） ただいまの議員のお見込みのとおりの内容と

なっておりまして、プロポーザルで入札をしたのが６月１７日、３社により行われまし

て、６月２２日に契約を取り交わしております。その後、契約業者とアンケートの実施

に向けて、アンケートの内容を整理して、町民に対する年齢は、一定程度年齢を上へ上

げた無作為抽出によりアンケートを実施しまして、８月中にアンケートの回収を終えて

いるところです。 

 素案を作りまして素案を元に１０月２９日に、第１回の策定委員会を開催して、内容

の説明・協議を行ってきています。現在は、これからになるのですけれども、今月中に

修正した素案を各委員に配付、それから意見等を回収・集約をして、第２回の会議を書

面会議になるかもしれませんが、第２回の会議を開催して、明年１月中に第３回策定委

員会、ここであらかたを決めていきたいということで事務を進めているところでありま

して、パブリック・コメントについても今月から始めたい考えで、準備を進めていると

ころでございます。パブリック・コメントが行われた際には、議員の皆様も、ぜひ積極

的な御意見をお願いしたいと思っております。 

 計画書案ができ上がりましたら、保健・医療・福祉サービス検討委員会に諮問、答申

をいただくことになりますが、議会に対するのはその前後、同時期程度とは考えており

ますが、毎年２月下旬頃行われる当初予算説明の議員協議会あたりには、間違いなくお

示ししたいという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 市町村地域福祉計画に関連してでありますが、社会福祉法では

市町村地域福祉計画等に関連しまして、これは社会福祉協議会が担当することになるだ

ろうと思いますが、地域福祉活動計画、地域福祉実践計画ですか、これが同時並行で進

められているのかお伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） これまた議員のお見込みのとおり、地域福祉

計画と地域福祉実践計画というのは、できれば対になって動いていくと。大きなもの、

大きな計画、概要が載った計画により実践的な計画ということで、社会福祉協議会が策
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定していく計画ということになりますが、今現在、社協とは協議しておりますけれど

も、策定に向けた体制が申し訳ないですけれども、作れない状況であります。 

 社協としては、もちろんこの地域福祉計画、今年度中に策定が終わり、新年度から動

き出すわけですけれども、動き出しながらその整合と実践的な計画を策定していく考え

ではありますので、令和４年度については整理と検討の期間にあてたいということと、

策定に向けた令和５年度以降、できれば令和５年度に策定をしたいということでありま

す。もちろんこれが決まりましたら、町としても必要な時期に経費等についての予算の

計上も考えているところです。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第６８号陸別町議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する

条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６８号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第６９号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準                                 

に関する条例の一部を改正する条例      

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第５ 議案第６９号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運

営の基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６９号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営

の基準に関する条例の一部を改正する条例についてですが、家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準の一部が改正されたことに伴いまして、所要の改正を行おうとする

ものであります。 

 内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議
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のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） それでは、議案第６９号陸別町家庭的保育事

業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について説明をさせてい

ただきます。 

 この条例は、平成２６年に整備したもので、厚生労働省令が改正されたために、併せ

て改正をしようするものであります。 

 議案説明書、資料ナンバー３から６に新旧対照表をつけてございますので、御参照願

います。 

 今回の改正は、大きく２点あるのですが、大きく２点です。細かいのはいろいろあり

ますけれども、大きく２点ですが、陸別町では該当となる事業所等はありませんので、

説明は簡略にさせていただきます。 

 大きな１点目は、連携施設確保に係る規定の緩和規定です。 

 議案集３ページ、中段あたりからになりますが、第６条に第２項から第５項までの４

項を加えて、連携施設確保に関する規定を緩和するという内容です。内容は、省略させ

ていただきます。 

 ２点目は、電磁的方法による書面の作成、方法を可とする改正でありまして、書面で

行うもの及び書面で行うものが想定されているものについて、電磁的方法を可とするも

のでありまして、議案書５ページのとおりになりますが、第６章で雑則を新たに設け

て、包括的に規定をしているというものになります。 

 この２点につきましては、次の議案第７０号でも、もう少し触れますので、ここでの

説明は以上とさせていただきます。 

 ほかは字句の修正、あるいは改正に伴う条項号ずれの対応等でございます。この機会

にさせていただきたいと思っております。 

 説明は、以上とさせていただきます。 

 議案集３ページを御覧ください。 

 議案第６９号、今、概要につきましては説明したとおりでございます。 

 条文の朗読は、省略させていただきます。 

 ５ページ、下段、附則を定めております。読み上げます。 

 附則。この条例は、公布の日から施行するであります。 

 以上で説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第６９号陸別町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６９号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第７０号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育                                 

事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第６ 議案第７０号陸別町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７０号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例についてですが、特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関

する基準の一部が改正されたことに伴いまして、所要の改正を行おうとするものであり

ます。 

 内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 議案第７０号陸別町特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の説明をいたしま

す。 

 この条例もさきの条例と同様、平成２６年に整備したもので、こちらは内閣府令が改

正されたため、併せて改正をしようするものであります。 

 議案説明書、資料ナンバー４－１から４－６に新旧対照表をつけてございますので、

御参照ください。 

 こちらの改正もさきの条例同様大きく２点、内容もほぼ同様です。概要を説明させて
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いただきます。 

 １点目は、連携施設確保に係る規定の緩和の部分ですが、議案書６ページ、中段以下

になりますが、地域型保育事業における連携施設については、全国的に困難事例が多い

ということがあります。その代わり必要な措置、連携協力をするものの確保をとること

によって、要件を緩和するという改正内容でございます。 

 小規模保育施設ですとか、企業主導型保育施設等というものが該当するのですが、こ

ちらも陸別町には該当事業所がないため、直接の影響はないものであります。 

 ２点目です。先ほどと同じ、電磁的方法による書面の作成、保存を可とする改正であ

ります。 

 議案書、７ページあたりになります。 

 陸別保育所を含めて、特定教育・保育施設等における書類等の電子化に対応させるも

のでありまして、例えば保護者への交付する書面ですとか、書面で行うもの及び書面で

行うものが想定されているもののほぼほとんどですね、電磁的方法によることで対応で

きるというようにするというものであります。 

 議案書、７ページのとおりですが、第４章雑則を新たに設けて、これも包括的に規定

をしているところでございます。 

 ほかには、先ほどと同様字句の修正、それから改正に伴う条項号ずれの対応となって

おります。 

 改正の概要、ただいま説明したとおりとなります。 

 条文の朗読は、省略させていただきます。 

 ８ページに、附則を定めております。 

 附則を読み上げます。 

 附則。この条例は、公布の日から施行するであります。 

 大変雑駁な説明でありましたけれども、以上で説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７０号陸別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の

基準に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 
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 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７０号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第７１号陸別町保健・医療・福祉サービス検討委員会 

条例の一部を改正する条例         

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第７ 議案第７１号陸別町保健・医療・福祉サービス検討

委員会条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７１号陸別町保健・医療・福祉サービス検討委

員会条例の一部を改正する条例についてですが、陸別町地域福祉計画等の策定に関わる

調査及び審議のため、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと思いますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 議案第７１号陸別町保健・医療・福祉サービ

ス検討委員会条例の一部を改正する条例であります。 

 陸別町保健・医療・福祉サービス検討委員会条例の一部を次のように改正する。 

 第２条中第３号を５号とし、第２号の次に次の２号を加えるというものであります。 

 ３号として、地域福祉に関すること。それから、４号として、障がい福祉に関するこ

とでありますが、これは現在作成中、先ほども出ましたけれども、地域福祉計画の策定

にあたりまして調査、審議を行っていただきたいというものと、併せて既に策定済みで

ありまして、既に調査、審議はしていただいておりますが、障がい福祉の前回策定しま

した３計画についても、御審議いただきたいということで上げるものであります。 

 附則を読み上げます。 

 この条例は、公布の日から施行するであります。 

 以上で、説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいまの説明についてでありますが、この条例の改正は説明
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でもありましたように、さきの第６８号議案同様、地域福祉計画の策定に関することで

あります。これまでは介護保険事業など老人保健福祉事業、これに関することのみを規

定したわけでありますが、今回これに障がい福祉に関することを加えるというふうに理

解しているわけであります。 

 ただ、先ほど総務課長の説明でも条文の説明がありましたように、今回の地域福祉計

画の根拠となるのは、社会福祉法の中で地域における高齢者の福祉、障がい者の福祉、

児童の福祉、その他の福祉ということであります。今回、障がい福祉を加えるというの

であれば、児童福祉を規定すべきではないかと、そのように考えるわけでありますが、

まずはこれはいかがかということであります。 

 それから、一方で今回地域福祉に関することということを加えているわけであります

が、これは地域福祉ということになりますと、大くくりでは高齢者福祉、障がい者福

祉、児童福祉、その他の福祉も含まれるということでありますから、今回の改正条文で

いけば、屋上屋を架すような規定になっているわけでありますが、このことについてど

ういう見解を持っておられるのかお伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 議員の御指摘、そのとおりかと思いますが、

現在、大きな計画として高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画、障がい者の関係の３

計画、そして今回の地域福祉計画というものを策定する関係で、このように追加をさせ

ていただこうとするものであります。最後の地域福祉の言葉でありますけれども、それ

だけ見ると、実は全てを網羅した言葉と、地域福祉といえば全てが網羅されてしまうと

いうことになりますけれども、この条例の第２号の各号は、さきに議決いただいた議会

の議決に付すべき事件に関する条例に号立てされている各種計画に対する調査、審議を

主たる内容として、保健・医療・福祉サービス検討委員会に調査、審議をしていただき

たいということでありまして、全てのもの。いわゆる地域福祉という、だから全ての例

えば事案に対して御審議、調査いただくということではなく、現時点で考えているのは

計画策定の調査、審議をしていただきたいという考えでございます。 

 児童福祉につきましては、御指摘のとおりではあろうかと思いますが、現在のところ

児童福祉を入れるという考え方がなかったというところであります。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 条例の準則のような類いのものが広範、一般的な対応として出

されているのであれば別でありますが、もし可能であれば、この後のいずれかの規定の

改正のときに一度検討していただきたいなと、そのように考えております。 

 といいますのは、今回の地域福祉計画が上位計画として、子ども・子育て支援事業計

画など陸別町にはあるわけですが、これも上位計画にもなりますので、ここらあたりは

やはり整理する必要があるのではないかと思っております。 
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 以上です。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 御意見参考にして、進めてまいりたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７１号陸別町保健・医療・福祉サービス検討委員会条例の一部を改

正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７１号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第７２号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第８ 議案第７２号陸別町営住宅設置条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７２号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する

条例についてですが、町営住宅のうち新町団地の建て替えにより、Ｚ棟、あ棟の用途廃

止に伴いまして、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、建設課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君） それでは、議案第７２号陸別町営住宅設置条例の一部を改

正する条例について説明させていただきます。 

 今回の条例改正につきましては、現在、進めております新町団地の建て替え事業に伴

いましての改正となります。 
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 議案説明書、資料ナンバー６のほうに今回の対象となります解体工事、建て替えに伴

います取壊し住宅の位置を示しておりまして、あ棟、Ｚ棟の二棟、計８戸を今回取り壊

すような形になるものですから、改正を行いたいと思います。 

 議案のほうに戻りまして、陸別町営住宅設置条例の一部を次のように改正する。 

 別表第１中であります。ここの部分につきましては、新町団地について抽出した表に

なっておりまして、この中の下から四つ目、三つ目のところに、Ｚ棟とあ棟が記載され

ておりますが、ここの部分を削除しますとともに、表の一番上段になります陸別町字陸

別の部分の横にあります棟数、１６棟の棟数と４４戸の戸数につきまして改正を行いた

いと思います。 

 改正につきましては、このページの下段のほうに棟数と戸数が書かれておりますが、

１６戸から１４戸に変更します。また、戸数につきましては４４戸から８戸減りまして

３６戸という形になります。 

 次のページにつきましては、Ｚ棟とあ棟が削除された形で表からなくなっておりま

す。 

 以上が改正内容であります。 

 附則を読み上げたいと思います。 

 この条例は、令和３年１２月１７日から施行するであります。 

 以後、御質問によって回答していきたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７２号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７２号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第７３号陸別町国民健康保険条例の一部を改正する条例                                 

──────────────────────────────────── 
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○議長（本田 学君） 日程第９ 議案第７３号陸別町国民健康保険条例の一部を改正

する条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７３号陸別町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例についてですが、健康保険法施行令等の一部を改正する政令等の施行に伴いまし

て、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） 議案第７３号を説明いたします。 

 陸別町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

 第８条第１項中「４０万４,０００円」を「４０万８,０００円」に改めるです。 

 議案説明書、資料ナンバー７－１をお開きください。 

 新旧対照表です。左の改正案です。 

 第８条、出産育児一時金、被保険者が出産したときは、当該被保険者の属する世帯の

世帯主に対し出産育児一時金として４０万８,０００円を支給する。改正前は４０万４,

０００円ですので、４,０００円の増になります。ただし、町長が健康保険法施行令第３

６条の規定を勘案し、必要があると認めるときは規則で定めるところに、これに３万円

を上限として加算するものとするということで、この規則で定める加算分については、

規則も同時に改正されますので、参考として載せてあります。下の段です。 

 陸別町国民健康保険条例施行規則の一部を改正する規則です。 

 第２１条、出産育児一時金の支給。次のページになります。 

 第４項、出産育児一時金は、健康保険施行令第３６条ただし書に規定する出産である

と認められるときは、１万２,０００円を加算して支給する。改正前は１万６,０００円

ですので、４,０００円の減になります。出産育児一時金の支給は、合計で４２万円であ

り、改正前後では変更ありません。 

 この健康保険法施行令第３６条ただし書は、病院、診療所、助産所などによる医学的

管理下における出産で、出産事故の際に補償する保険契約が締結されている場合の加算

額となります。この補償制度につきましては、妊産婦が医療機関に掛金として支払うも

ので、その掛金が令和４年１月１日から１万６,０００円から１万２,０００円に引き下

げられることによる改正となります。 

 以上で、資料の説明といたしまして、議案書に戻ります。 

 附則を読み上げます。 

 １、施行規則。この条例は、令和４年１月１日から施行する。 

 ２、経過措置。この条例の施行日前に出産した被保険者に係る陸別町国民健康保険条
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例第８条の規定による出産育児一時金の額については、なお従前の例によるです。 

 なお、改正内容につきましては、１１月２９日に開催されました陸別町国民健康保険

運営協議会において、次の議案第７４号と併せて承認を得ております。 

 以上で、議案第７３号の説明といたします。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議お願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７３号陸別町国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７３号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第７４号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正す 

る条例                

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１０ 議案第７４号陸別町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君） 議案第７４号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

についてですが、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を

改正する法律等の施行及び新たな国民健康保険税の減免の規定を設けるため、所要の改

正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） 議案第７４号の説明をいたします。 
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 陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例です。 

 議案説明書、資料ナンバー８をお開きください。 

 改正の概要になっています。 

 今回の改正は、１８歳以下、高校生以下の被保険者の均等割額を全額減免しようとす

るものであります。国の制度として、未就学児６歳未満の被保険者の均等割が２分の１

となりますので、町はそれに上乗せする形で１８歳以下の全額減免しようとするもので

あります。 

 改正内容１として、未就学児の被保険者均等割額を２分の１に減額、これは第２３条

第２項の改正です。 

 ２として、町単独として１８歳以下の被保険者均等割額を全額減免、これは第２５条

の２第４項の改正分です。 

 ３番目として、字句の修正等、改正になっています。これは説明を省略させていただ

きます。 

 第２３条の２の改正は、表に説明してあります。次の表です。 

 基礎課税額（医療分）、これは均等割額２万１,０００円です。高齢者支援分、均等割

額９,０００円、合わせて３万円となります。これを減額しようとするもので、世帯の収

入によって軽減措置あります。７割軽減、５割軽減、２割軽減、７割軽減の欄を見ても

らいますと、基礎課税額が２万１,０００円、７割軽減で１万４,７００円が軽減されま

す。１万４,７００円、２万１,０００円から引きますと６,３００円が課税額ですが、今

回その２分の１、３,１５０円を軽減するものであります。軽減額合計が１万７,８５０

円になります。 

 高齢者支援分に同じように９,０００円の７割軽減で６,３００円の軽減、残りが２,７

００円ですね、その半分１,３５０円が軽減になります。５割、２割軽減も同じように見

ていただきます。軽減なしとも同じような対応であります。 

 次に、第２５条２の改正分です。 

 今、説明しました未就学児の２分の１に上積みして、１８歳以下の全額減免するもの

であります。これも７割軽減で見ていただきますと、基礎課税額の負担額は２万１,００

０円から１万７,８５０円を引いた３,１５０円、これを全額減免しようとするものであ

ります。５割軽減は５,２５０円、２割軽減は８,４００円、軽減なしは１万５００円に

なります。１８歳以下未就学児以外は２分の１軽減ありませんので、それぞれ軽減なし

の場合は基礎課税額２万１,０００円、高齢者支援分９,０００円、合わせて３万円全て

軽減となります。 

 対象者ですが、６歳以下の対象者は、今年の当初課税で２１名おりました。軽減措置

を７割軽減等を緩和しますと、減免額は２５万２,０００円になります。この４分の３

が、国と道の交付金で入りまして、町費は４分の１の負担になります。未就学児を含め

た１８歳以下は、合計４９名でありまして、今年の当初課税で計算しますと、先ほどの
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未就学児を含めた軽減額は１７２万８,０００円となります。 

 次のページ、９－１から９－１１まで新旧対照表がついていますので、後に御覧くだ

さい。 

 以上で資料の説明といたしまして、議案書に戻ります。 

 本文の説明を終わりましたので、附則を読み上げます。 

 附則。 

 １、施行期日。この条例は、公布の日から施行する。ただし、第５条の２第１項、第

１３条第１項、第２３条、第２３条の２（「前条の」を「前条第１項の」に、「前条第

１号」を「前条第１項第１号」に改める部分に限る。）及び第２５条の２改正規定並び

に附則第２項から第４項まで及び第６項から第１３項までの改正規定は令和４年４月１

日から施行する。 

 ２、適用区分。この条例（前項ただし書に規定する改正規定に限る。）による改正後

の陸別町国民健康保険税条例の規定は、令和４年度以後の年度分の国民健康保険税に適

用し、令和３年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。 

 以上で、議案第７３号の説明といたします。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議お願いします。 

○議長（本田 学君） これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７４号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７４号は、原案のとおり可決されました。 

 １１時１０分まで休憩します。 

                           休憩 午前１０時５５分 

                           再開 午前１１時０９分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第１１ 議案第７５号令和３年度陸別町一般会計補正予算（第６ 

号） 

◎日程第１２ 議案第７６号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特 

別会計補正予算（第２号） 

◎日程第１３ 議案第７７号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施 

設勘定特別会計補正予算（第４号） 

◎日程第１４ 議案第７８号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計補 

正予算（第２号） 

◎日程第１５ 議案第７９号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計 

補正予算（第１号） 

◎日程第１６ 議案第８０号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会 

計補正予算（第２号） 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１１ 議案第７５号令和３年度陸別町一般会計補正予算

（第６号）から日程第１６ 議案第８０号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計

補正予算（第２号）まで、６件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７５号令和３年度陸別町一般会計補正予算（第

６号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０６６万７,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５１億２１１万円とするものであり

ます。 

 続きまして、議案第７６号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２７０万２,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４,００４万円とするものであり

ます。 

 続きまして、議案第７７号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第４号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４０万３,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,４２３万３,０００

円とするものであります。 

 続きまして、議案第７８号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,０６８万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１１７万９,０００円とするものでありま

す。 

 続きまして、議案第７９号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２８９万８,０００円を減
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額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,５５８万７,０００円とするもの

であります。 

 続きまして、議案第８０号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４２５万４,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,３０３万８,０００円とするもの

であります。 

 以上、議案第７５号から議案第８０号まで、６件を一括提案させていただきます。 

 内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから、議案第７５号から第８０号まで、

一括して説明をさせていただきます。 

 初めに、各会計、各科目における共通事項などについてを説明したいと思います。 

 まず、今回の補正予算のうち人件費についてでありますが、時間外勤務手当につきま

しては、今年度の１０月までの実績と今後の見込みによりまして、増減額を計上してお

ります。また、退職手当組合費及び共済費は、率の改定によります減額となっておりま

す。 

 次に、各施設の燃料費についてでありますが、御承知のとおり、燃料費が高騰してお

りまして、１リットルあたりの税込みの単価で比較しますと、灯油につきましては当初

８６円が現在１１５円、Ａ重油は当初８８円が現在１１７円と、いずれも当初予算計上

時から２９円高くなっております。このため、今回、総額で１,１０２万２,０００円の

燃料費を計上しております。 

 このほか、各会計におきまして事務事業の確定、または入札執行等によります確定見

込みによる減額が、主な補正予算の内容となっております。いずれもこの点につきまし

ては、簡略に説明をさせていただきたいと思っておりますので、あらかじめ御承知いた

だきたいと思います。 

 それでは、議案第７５号の説明から始めますので、７５号の１ページをお開きくださ

い。 

 議案第７５号令和３年度陸別町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

 これより、事項別明細書により説明をいたします。 
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 １１ページの歳出をお開きください。 

 事項別明細書の２、歳出であります。 

 １款１項１目議会費２１万８,０００円の減額の補正は、冒頭に説明しました率の改定

によります３節職員手当等の退職手当組合費４万７,０００円の減額と、４節共済費の共

済組合費１７万１,０００円の減額であります。 

 次に、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費３６２万２,０００円の補正でありま

すが、２節給料につきましては、職員の退職によります１８４万１,０００円の減額。３

節職員手当等は被扶養者の増に伴います扶養手当５万円の増、転居等に伴う住居手当５

万５,０００円の減、対象児童の増に伴います児童手当４万５,０００円の増、退職に伴

います通勤手当１９万円の減。 

 次に、１２ページをお開きください。 

 退職人事異動等に伴います期末手当８７万２,０００円の減、退職に伴います寒冷地手

当７万３,０００円の減、実績見込みによります時間外勤務手当８８万８,０００円の

増、率の改定に伴う減及び人事異動等に伴います増によります退職手当組合費７４万１,

０００円の増、合わせまして５３万４,０００円の計上であります。４節共済費、共済組

合費は特別職は率の改定によります減、一般職は率の改定によります減と人事異動等に

よります増で、合わせまして４９２万９,０００円の計上であります。 

 次に、５目財産管理費２３０万３,０００円の補正であります。１０節需用費は、役場

庁舎の燃料費１２２万４,０００円。１２節委託料９万８,０００円の減額は、書類整理

によりますシュレッダーごみ等の増加によりまして、事業系廃棄物処理業務３３万１,０

００円、それから役場庁舎換気自動制御等設備更新実施設計の確定によります４２万９,

０００円の減。１４節工事請負費２３７万４,０００円の減額につきましては、りくべつ

鉄道施設建設工事、これが旧分線駅付近に建てました車両庫の建設工事の確定によりま

す２０５万５,０００円の減額であります。 

 次のページに移りまして、庁舎改修につきましては、屋上の防水改修工事の確定によ

ります３１万９,０００円の減額であります。２４節積立金３５５万１,０００円の補正

につきましては、各基金への積立金であります。内訳は、ふるさと整備基金が指定寄附

１件、３０万円と、ふるさと納税４１件、６０万２,０００円の合計９０万２,０００

円。いきいき産業支援基金は、優良家畜導入支援資金の繰上償還７頭分１５９万６,００

０円と、ふるさと納税１５件、６１万８,０００円の合計２２１万４,０００円。ふるさ

と銀河線跡地活用等振興基金は、ふるさと納税６件、８万２,０００円。町有林整備基金

は、ふるさと納税１０件、１１万３,０００円。地域福祉基金はふるさと納税６件、８万

９,０００円。給食センター管理運営基金が、ふるさと納税１１件、１５万１,０００円

となっております。 

 ６目町有林野管理費は、１６節公有財産購入費で、土地購入費２３７万４,０００円の

補正であります。 
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 議案説明書、資料ナンバー１０をごらんください。 

 本件につきましては、町有林拡大事業としまして、東京都在住の山林所有者から、字

ポントシュベツ原野西１線２９番１の４万８,９０５平米の山林及び立木、それから帯広

市在住の山林所有者から、字クンネベツ９５番の１と１２の合わせまして４万９,２１７

平米の山林を購入しようとするものであります。 

 それでは、予算書の１３ページをお開きください。 

 続きまして、７目企画費１,６４０万６,０００円の補正であります。８節旅費は、サ

マーin 陸別の中止によります普通旅費１１万１,０００円の減。１８節負担金補助及び交

付金１,６５１万７,０００円のうち、とかち航空宇宙産業基地誘致期成会の負担金につ

きましては、今年度の負担がないということで通知がありましたので、１万５,０００円

の減。地域間幹線系統路線維持補助金１,５０８万５,０００円は、路線バスの帯広線と

北見線の赤字分への補助金の計上であります。陸別町の負担分につきましては、帯広陸

別線が８３３万５,０００円、前年度に比べまして６４万５,０００円の増、北見陸別線

が６７５万円で、例年に比べまして２３万５,０００円の増、合計で８８万円の増となっ

ております。 

 なお、この補助は、８割が特別地方交付税で措置をされます。 

 議案説明書、資料ナンバー１１に地域間幹線系統路線維持補助事業概要としまして負

担金の一覧をつけておりますので、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 次のバス購入費助成事業２０４万９,０００円であります。 

 議案説明書、資料ナンバー１２を御覧ください。 

 北見陸別線は、運行から１５年が経過しまして、昨年から１０台中５台につきまして

は、北見バスが単独で購入をしまして、残りの５台分を関係市町が助成して更新するこ

ととしております。資料に記載しておりますが、今年度につきましては、３,１５２万

７,０００円で１台を更新しまして、そのうち陸別町の負担は２０４万９,０００円とな

る見込みであります。 

 なお、この補助につきましても８割が、特別地方交付税で措置されます。 

 続きまして、予算書１４ページお開きください。 

 １４ページの交付金、サマーｉｎ陸別実行委員会への交付金６０万２,０００円の減額

につきましては、事業中止によります全額の減額であります。 

 次に、１１目交流センター管理費８２１万７,０００円の補正であります。１０節需用

費は、ふるさと交流センターの燃料費９３万５,０００円。１４節工事請負費は、ふるさ

と交流センターのボイラーの給油設備等の更新工事で、７２８万２,０００円の計上であ

ります。 

 議案説明書、資料ナンバー１３を御覧ください。 

 今年度の当初予算に計上しましたボイラーの更新にあたりまして、事業者が機械室内

を調査したところ、ボイラー以外の周辺設備も更新が必要であるということが判明をい
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たしました。更新が必要と思われる設備につきましては、①の給油設備、②の膨張タン

ク、③の給湯ポンプでありまして、いずれも平成５年のふるさと交流センターの建設時

のものでありまして、２８年が経過をしております。 

 写真の下に、現状として記載をしております①の給油設備は、今年度になってから給

油不能となるなど不調となっております。②の膨張タンクはさびの発生などで腐食が進

んでいる状況、③の給湯ポンプにつきましては、異音の発生が頻発をしている状況であ

ります。せっかくボイラーを更新しましても周辺設備の不調によりまして、新しいボイ

ラーの故障を招きかねないという事業者からの御意見もありまして、今回、ボイラー更

新時に宿泊施設を休業するそのタイミングで、同時に更新しようとするものでありま

す。 

 次に、１２目銀河の森管理費９９万６,０００円の補正であります。３節職員手当等が

３０万３,０００円の減額で、時間外勤務手当２６万円、退職手当組合費４万３,０００

円の減額。４節共済費は、共済組合費１７万４,０００円の減額。１０節需用費１４７万

３,０００円は燃料代で、天文台が５３万６,０００円、コテージ村が９３万７,０００円

の計上であります。 

 ２項徴税費１目税務総務費１万３,０００円の減額の補正につきましては、３節職員手

当等が１７万円の減額、時間外勤務手当１２万８,０００円、退職手当組合費４万２,０

００円の減額であります。４節共済費は共済組合費１４万３,０００円の減額。２２節償

還金利子及び割引料３０万円につきましては、以前分の修正申告の増加に伴いまして、

町税等の還付金の予算に不足が生じるため、計上しようとするものであります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費１０万３,０００円の減額の補正につきましては、３節職

員手当等が５,０００円の増額で、時間外勤務手当５万２,０００円の増額、退職手当組

合費４万７,０００円の減額。４節共済費は、共済組合費１０万８,０００円の減額であ

ります。 

 １６ページに移ります。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費５万９,０００円の減額の補正は、３節職員手当等の

退職手当組合費１万４,０００円の減額。４節共済費は、共済組合費４万５,０００円の

減額であります。 

 次に、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費４８万２,０００円の補正であり

ます。３節職員手当等２３万３,０００円の減額につきましては、扶養者の減に伴います

扶養手当３万９,０００円の減、扶養手当の減に伴います期末手当８,０００円の減、時

間外勤務手当１万６,０００円の減。 

 次のページに移りまして、退職手当組合費１７万円の減。４節共済費は、共済組合

費、率の改定によります減、それから人事異動等によります増によりまして１９万７,０

００円の増額。２７節繰出金は、介護保険事業勘定特別会計への繰出金５１万８,０００

円の補正となっております。 
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 ３目後期高齢者医療費は１８節負担金補助及び交付金、北海道後期高齢者医療広域連

合への負担金の令和２年度分の精算によります４０万７,０００円の補正であります。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費は、７節報償費、出産祝い金で、出生見込み数は

４件増によります５０万円の補正。 

 ２目児童福祉施設費は４０万５,０００円の補正であります。３節職員手当等２１万

７,０００円の増額は、支給額の変更に伴います通勤手当１５万６,０００円の増、時間

外勤務手当１５万５,０００円の増、退職手当組合費９万４,０００円の減。４節共済費

は、共済組合費１８万８,０００円の減額であります。 

 次のページをお開きください。 

 １０節需用費３７万６,０００円は、陸別保育所の燃料代であります。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費１２万円の減額の補正で

あります。３節職員手当等６万７,０００円の減額は、人事異動等に伴う期末手当３万

８,０００円の増額、退職手当組合費１０万５,０００円の減額。４節共済費は、共済組

合費１２万８,０００円の減額。２２節償還金利子及び割引料７万５,０００円の計上

は、令和２年度未熟児養育医療費等国庫負担金の返還金であります。 

 ２目保健衛生施設費１７９万４,０００円の補正は、１０節需用費、保健センターの燃

料代。 

 ３目予防費１８万円の補正は、２２節償還金利子割引料、令和２年度新型コロナウイ

ルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金の精算に伴う返還金であります。 

 続きまして、３項水道費１目専用水道費１８３万３,０００円の減額の補正でありま

す。１２節委託料１１５万６,０００円の減額は計装機器保守点検等、それから施設設備

保守管理の確定見込みにより１０万４,０００円の減額と、小利別地区専用水道事業に係

る実勢価格調査の確定によります１０５万２,０００円の減額。１４節工事請負費は、同

じく小利別専用水道の施設機器更新工事の確定見込みによります６７万７,０００円の減

額。 

 ２目水道費２７節繰出金、簡易水道事業特別会計への繰出金４９２万６,０００円の減

額の補正であります。 

 次に、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１３万円の減額の補正につきま

しては、３節職員手当等の退職手当組合費２万５,０００円の減額。４節共済費は、共済

組合費１０万５,０００円の減額であります。 

 次のページをお開きください。 

 ２目農業総務費は１５万７,０００円の減額の補正であります。３節職員手当等２１万

円の計上は、被扶養者の減に伴います扶養手当３万９,０００円の減、扶養手当の減に伴

います期末手当８,０００円の減、時間外勤務手当４０万９,０００円の増、退職手当組

合費１５万２,０００円の減。４節共済費は、共済組合費３６万７,０００円の減額であ

ります。 
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 ４目畜産業費３５万円の減額の補正につきましては、１８節負担金補助及び交付金

で、新型コロナウイルス感染予防対策による農業祭、それから各家畜共進会の中止によ

ります減額であります。 

 ６目営農用水管理費２７９万６,０００円の減額の補正につきましては、１２節委託料

７７万２,０００円の減額は計装機器保守点検、施設設備保守管理の確定見込みによりま

す１８万９,０００円の減、上陸別営農用水の支線配水管新設実施設計の確定によります

４９万５,０００円の減、それから上陸別浄水場の灯油タンク更新の確定によります８万

８,０００円の減。１４節工事請負費は、上陸別営農用水の支線配水管新設工事の確定見

込みによります２０２万４,０００円の減額であります。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費５万７,０００円の補正は、３節職員手当等の３

万８,０００円の減額、これが時間外勤務手当１万８,０００円の減と退職手当組合費２

万円の減額。４節共済費は、共済組合費５万２,０００円の減額。１０節需用費１４万

７,０００円の計上につきましては、農畜産物加工研修センターの燃料代であります。 

 続いて、２項林業費３目林道新設改良費３０万８,０００円の減額の補正であります。

１４節工事請負費は、いずれも確定によります減額でありまして、林道法面補修工事８

万８,０００円、林道維持管理工事２２万円の減額であります。 

 次のページお開きください。 

 ７款１項商工費１目商工総務費３４万円の補正は、３節職員手当等４２万６,０００円

が、９月に減額補正をしました扶養手当の減に伴う期末手当１万６,０００円の減、時間

外勤務手当４７万８,０００円の増、退職手当組合費３万６,０００円の減。４節共済費

が共済組合費８万６,０００円の減額であります。 

 ４目公園費６万円の補正につきましては、１０節需用費で、イベントセンターの燃料

費であります。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費３２万６,０００円の減額の補正につきまし

ては、３節職員手当等１万９,０００円の減額は時間外勤務手当９万３,０００円の増、

退職手当組合費１１万２,０００円の減。４節共済費は、共済組合費３０万７,０００円

の減額であります。 

 ２項道路橋りょう費２目道路維持費６８万２,０００円の減額の補正につきましては、

１４節工事請負費で、町道法面補修工事１９万８,０００円の減、町道補修修繕工事２３

万１,０００円の減、排水整備工事２５万３,０００円の減で、いずれも事業の確定によ

ります減額であります。 

 ３目橋りょう維持費１８万２,０００円の減額の補正は、１２節委託料が下陸別橋補修

設計の確定によります１０４万５,０００円の減額。１８節負担金補助及び交付金８６万

３,０００円の増額につきましては、橋りょう点検にかかります北海道市町村支援連絡協

議会への負担金で、当初予算で４１橋見ておりましたが、国の補助等の絡みで５１橋に

増やしたことに伴う増額であります。 
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 ４目道路新設改良費４８４万４,０００円の減額の補正につきましては、１４節工事請

負費で、いずれも事業の確定によります減額であります。道路改良工事が、町道トマム

川沿線１４８万円の減額、町道新町７号通３００万３,０００円の減額の２件でありま

す。 

 続きまして、次のページに行きまして、歩道改良工事が町道東１条仲通り３６万１,０

００円の減額。 

 ５目街路灯費３７万４,０００円の減額の補正も１４節工事請負費で、街路灯改修はＬ

ＥＤ化工事の確定によります減額であります。 

 ５項１目下水道費は２７節繰出金で、公共下水道事業特別会計への繰出金４５０万７,

０００円の減額の補正であります。 

 続いて、１０款教育費１項教育総務費２目事務局費６６万１,０００円の減額の補正で

あります。３節職員手当等２５万５,０００円の減額は、区分変更によります特別職の寒

冷地手当５万９,０００円の増、一般職の時間外勤務手当１７万３,０００円の減、退職

手当組合費１４万１,０００円の減。４節共済費は共済組合費で、特別職・一般職合わせ

まして４０万６,０００円の減額の補正であります。 

 ２項小学校費１目学校管理費１４７万８,０００円の補正につきましては、１０節需用

費で陸別小学校の燃料代。 

 ３項中学校費１目学校管理費７４万４,０００円の補正も、１０節需用費で陸別中学校

の燃料代であります。 

 次のページお開きください。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費７１９万８,０００円の減額の補正であります。こ

こでは、中学校等の海外研修派遣事業、冒険・体感ｉｎとうきょう事業、文化祭開催事

業、ことぶき学級参加事業が、新型コロナウイルス感染拡大に伴います中止によりまし

て減額をしております。中学生等海外研修派遣事業の減額でありますが、７節報償費の

謝礼金で６万円、記念品で９万５,０００円。８節旅費で８２万２,０００円。１０節需

用費で１７万６,０００円。１１節役務費で２万４,０００円。１３節使用料及び賃借料

で２万６,０００円。１８節負担金補助及び交付金２９９万５,０００円をそれぞれ減額

しております。冒険・体感ｉｎとうきょう事業の減額につきましては、８節旅費で２６

万６,０００円。１８節負担金補助及び交付金で２３９万５,０００円をそれぞれ減額し

ております。文化祭開催事業の減額につきましては、１８節負担金補助及び交付金で２

５万円の減額、ことぶき学級参加事業の減額も同じく１８節で９万７,０００円の減額。

このほかに４節共済費でありますが、学童保育所指導員の雇用保険料が実績見込みによ

りまして８,０００円の増額としております。 

 ２目公民館費６０万９,０００円の補正につきましては、１０節需用費で公民館の燃料

代。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費１８負担金補助及び交付金は、先ほどと同じく、
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新型コロナウイルス感染拡大による町民スポーツレク大会の中止によります４５万円の

減額の補正であります。 

 ２目体育施設費７万８,０００円の補正は、１０節需用費で体育施設の燃料代。 

 ３目学校給食費１４万８,０００円の減額の補正は、３節職員手当等は退職手当組合費

３万５,０００円の減額。４節共済費が共済組合費１１万３,０００円の減額でありま

す。 

 次のページ、２８ページから３２ページまで、給与費明細書を添付しておりますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行いたいと思います。 

 ７ページをお開きください。 

 ７ページ、１、歳入であります。 

 １０款１項１目地方交付税は、普通地方交付税７７９万７,０００円の補正でありま

す。地方交付税の補正の内訳につきましては、普通地方交付税が２０億１,１９５万９,

０００円、特別地方交付税が当初と変わらず１億８,０００万円でありまして、合計２１

億９,１９５万９,０００円となります。令和３年度の普通地方交付税の決定額が、２１

億３,８９５万９,０００円でありますので、補正後の留保額につきましては１億２,７０

０万円となります。 

 次に、１４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費補助金でありますが、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加交付分４０１万６,０００円の補正であり

ます。既に予算計上しております、令和２年度の国の繰越しによる配分６,０２１万４,

０００円に対する追加分８０万４,０００円と、今年度の事業者支援分の交付限度額３２

１万２,０００円の計上であります。この追加分は、既に今年度の歳出予算として計上し

ました。該当する事業に充当いたしたいと考えておりますので、御理解をいただきたい

と思います。 

 ２目民生費補助金１８万７,０００円の減額の補正につきましては、生活困窮者就労準

備支援事業等補助金で、道補助金に変更となったことによります全額の減額でありま

す。 

 ３目衛生費補助金３５万５,０００円の補正につきましては、１節保健衛生費補助金が

７２万８,０００円の計上で、風疹抗体検査事業補助金は基準額の２分の１の補助で、確

定見込みによります３万７,０００円の計上、新型インフルエンザ等住民接種システム改

修事業補助金につきましては、基準額の３分の２の補助でありまして５８万６,０００

円、ロタウイルスワクチンシステム改修事業補助金も同じく基準額の３分の２の補助

で、１０万５,０００円の計上であります。この２件につきましては、当初予算の歳出の

自治体情報システム協議会の負担金に含まれて計上されておりますが、今回、国庫補助

金の対象となることが分かりましたので、歳入により計上をしたところであります。２

節水道費補助金、団体営整備事業補助金は、小利別地区専用水道施設機器更新工事の確
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定見込みによる３７万３,０００円の減額の補正であります。 

 次のページに移りまして、１５款道支出金２項道補助金２目民生費補助金１８万７,０

００円の補正につきましては、先ほど国庫補助金のところで説明しました生活困窮者就

労準備支援事業等補助金の変更先となります。名称も成年後見制度支援体制オンライン

化推進事業補助金とされております。 

 ３目衛生費補助金８万３,０００円の減額の補正は、国庫補助に変更となりましたの

で、当初予算計上分の全額を減額するものであります。 

 次に、１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金１９５万５,０００円の補正でありま

す。１節総務費寄附金１０９万７,０００円の計上は、ふるさと整備資金が指定寄附１

件、３０万円と、ふるさと納税４１件、６０万２,０００円。合わせまして９０万２,０

００円。ふるさと銀河線跡地活用等振興資金は、ふるさと納税で６件、８万２,０００

円。町有林整備資金もふるさと納税１０件、１１万３,０００円。２節農林水産業費寄附

金は、いきいき産業支援資金でふるさと納税１５件、６１万８,０００円。３節教育費寄

附金は、給食センター管理運営資金でふるさと納税１１件、１５万１,０００円。４節民

生費寄附金は、地域福祉資金でふるさと納税６件、８万９,０００円の計上であります。 

 次に、１８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金は、保

険者機能強化推進交付金繰入金３万１,０００円の補正であります。 

 ２項基金繰入金８目公共施設等維持管理基金繰入金４３０万円の補正につきまして

は、ふるさと交流センターボイラー周辺設備更新事業への充当分であります。 

 次に、２０款諸収入３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入１５９万６,０００円

の補正につきましては、優良家畜導入貸付金の繰上償還７頭分であります。 

 続きまして、２１款１項町債２目衛生債３０万円の減額の補正は、小利別地区専用水

道整備事業の確定見込みによります減額。 

 ３目農林水産業債２８０万円の減額の補正は、１節農業債の第２上陸別地区配水管整

備事業の確定見込みによります２４０万円の減額。 

 次のページに移りまして、２節林業債４０万円の減額は、林道側溝整備事業の確定に

よります３０万円の減額と、林道法面補修事業の確定によります１０万円の減額であり

ます。 

 ４目土木債は６２０万円の減額の補正で、１節道路橋りょう債の町道トマム川沿線道

路整備事業１５０万円の減額、下陸別橋改修事業９０万円の減額、町道東１条仲通り道

路整備事業４０万円の減額、町道新町７号通り道路整備事業３００万円の減額、町道法

面補修事業２０万円の減額、町道側溝整備事業２０万円の減額で、いずれも事業の確定

によります減額であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に５ページをお開きください。 

 予算書５ページ、第２表地方債補正の変更であります。 

 まず、起債の目的の一般単独事業（緊急自然災害防止対策事業）でありますが、限度
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額が３,２００万円から８０万円減の３,１２０万円に変更となります。内訳につきまし

ては、上から二つ目の林道側溝整備事業（宇遠別線）が６０万円から１０万円減額の５

０万円への変更となります。その下、弥生勲祢別線が２３０万円から１０万円で２２０

万円。次のクンネベツ２号線が、２５０万円から１０万円減額の２４０万円。その下の

林道法面補修事業（りくり線）が１５０万円から１０万円減の１４０万円。町道側溝整

備事業（小利別西１条通り線）が３３０万円から２０万円減の３１０万円。町道法面補

修事業（西トマム幹線）が９０万円から１０万円減の８０万円。二つ空けまして、町道

法面補修事業（分線ウリキオナイ線）が２００万円から１０万円減の１９０万円に変更

となります。 

 続きまして、過疎対策事業債ですが、限度額が５億５,３００万円から８５０万円減の

５億４,４５０万円に変更となります。 

 内訳は、上から二つ目の小利別地区専用水道整備事業が２,２００万円から３０万円減

の２,１７０万円。一番下の第２上陸別地区配水管整備事業が２,３００万円から２４０

万円減の２,０６０万円。 

 次のページをお開きいただきまして、上から四つ目になります。下陸別橋改修事業が

３７０万円から９０万円減の２８０万円。次の町道トマム川沿道路整備事業が２,７７０

万円から１５０万円減の２,６２０万円。一つ空けまして、町道東１条仲通り道路整備事

業が４２０万円から４０万円減の３８０万円。その下、町道新町７号通り道路整備事業

が３,８４０万円から３００万円減の３,５４０万円に変更となります。 

 なお、利率につきましては、記載のとおりであります。 

 以上で議案第７５号を終わりまして、次に、議案第７６号の説明に移ります。 

 議案第７６号令和３年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 これより、事項別明細書により説明をいたします。 

 ５ページの歳出をお開きください。 

 ２、歳出であります。 

 ２款保険給付費２項１目高額療養費１４２万４,０００円の補正につきましては、１８

節負担金補助及び交付金で高額療養費の今年度の実績から推計しました不足見込額であ

ります。 

 ７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金１２７万８,０００円の補正につき

ましては、２２節償還金利子及び割引料で、令和２年度の保険給付費等交付金の精算に

伴います返還金であります。 

 以上で歳出を終わり、次に、歳入の説明をいたします。 
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 ４ページを御覧ください。 

 １、歳入。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金１４２万４,０００円の補正で、歳

出の高額療養費と同額の普通交付金の計上であります。 

 ６款１項１目繰越金１２７万８,０００円の補正につきましても１節前年度繰越金で、

国庫補助金と返還金との同額の計上であります。 

 以上で、議案第７６号を終わりまして、次に、議案第７７号の説明に移ります。 

 議案第７７号令和３年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 ５ページをお開きください。 

 ５ページ、２、歳出であります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費２４０万３,０００円の補正であります。３

節職員手当等は、時間外勤務手当３２万９,０００円の減額。１０節需用費の消耗品費

は、派遣等の看護師が入ります住宅用の消耗品の購入費で１１万円、燃料費は診療所分

で２１０万４,０００円、修繕料は医療ガス酸素吸入装置の設備の整備等除菌フィルター

エレメントの交換で２２万９,０００円、合わせまして２４４万３,０００円の計上であ

ります。１２節委託料は、総合検診システムのバージョンアップで２４万２,０００円。

１７節備品購入費は先ほども出ましたが、派遣等の看護師が入る住宅用の冷蔵庫１台分

で、４万７,０００円の計上であります。 

 ６ページから９ページに給与費明細書を添付しておりますので、後ほど御覧をいただ

きたいと思います。 

 以上で、歳出を終わりまして、歳入の説明を行います。 

 ４ページを御覧ください。 

 １、歳入であります。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度繰越金２４０万３,０００円の補正であります。 

 以上で、議案第７７号を終わりまして、次に、議案第７８号の説明に移ります。 

 議案第７８号令和３年度陸別町の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 
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 第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 ７ページをお開きください。 

 ７ページ、２、歳出であります。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費８７３万３,０００円の減額の補正でありま

す。１２節委託料は、陸別浄水場の自家発電機の電池取替えなど、施設設備の保守管理

費の確定見込みによります４１万７,０００円の減額。１４節工事請負費は、水道管支障

移転工事の未実施によります８３１万６,０００円の減額であります。これはトマム地区

の道営農地整備事業との関係で、今年度の実施が不可能となりましたので、全額を減額

しまして、次年度に改めて予算を計上させていただきたいと思っております。 

 ２目施設新設改良費１９４万７,０００円の減額の補正につきましては、１４節工事請

負費で、町道宮下本通りの配水管布設替工事の確定見込みによります１８０万４,０００

円の減額と、町道新町７号通りの配水管新設工事の確定見込みによります１４万３,００

０円の減額であります。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明を行います。 

 ５ページをお開きください。 

 ５ページ、１、歳入であります。 

 １款使用料及び手数料２項手数料１目水道手数料３万円の減額の補正は、給水装置工

事事業者指定申請書審査手数料の実績によりまして、当初６件を見込んでいたところ３

件の見込みとなるため、３件分を減額するものであります。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、財政対策分４９２万６,０００円

の減額の補正。 

 ４款１項１目繰越金は、４４０万４,０００円の補正でありまして、前年度繰越金、全

額の計上であります。 

 ５款諸収入１項１目雑入は２３２万８,０００円の減額の補正で、歳出でも説明いたし

ましたが、トマム地区道営農地整備事業との関係で、未実施となりました水道管移設等

補償費の減額を、補償費等の予算を全額減額しまして、次年度に改めて予算計上する予

定としております。 

 続きまして、６ページをお開きください。 

 ６款１項町債１目簡易水道事業債は、配水管整備事業の確定見込みに伴います７８０

万円の減額の補正であります。 

 以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。 

 予算書の４ページにつきましては、第２表地方債補正の変更であります。 

 起債の目的の過疎対策事業及び簡易水道事業の配水管整備事業は、いずれも補正前の

限度額が１,１２０万円から３９０万円を減額しまして、補正後の７３０万円とするもの

であります。 
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 なお、利率につきましては、記載のとおりであります。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで暫時休憩します。 

                           休憩 午前１１時５７分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、午前中に引き続きまして、議案第７９号の説明に

移らさせていただきたいと思います。 

 議案第７９号令和３年度陸別町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたしますので、７ページの歳出をお

開きください。 

 ７ページ、２、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１３万１,０００円の補正は、３節職員手当

等の時間外勤務手当であります。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費１２４万９,０００円の減額の補正につきま

しては、１２節委託料であります。施設設備保守管理につきましては、計装機器保守点

検、無停電電源装置更新の確定見込みによります１０万円の減額と、施設移転等につき

ましては、公共ます等の高さ調整の確定見込みによります１１４万９,０００円の減額で

あります。 

 次に、３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費１７８万円の減額の補正につき

ましては、１４節工事請負費でありまして、下水道工事につきましては公共ますの新設

工事の確定見込みによります１２２万１,０００円の減額と、浄化センターの機器更新工

事の確定見込みによります５５万９,０００円の減額であります。 

 ９ページから１０ページにつきましては、給与費明細書が添付されておりますので、

後ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。 

 ５ページをお開きください。 

 １、歳入であります。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金は、受益者分担金１７万５,０

００円の補正で、令和３年度で７件分の増となりましたので、増分の計上であります。 
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 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金の特定環境保全公共下水道事業

補助金３０万８,０００円の減額の補正につきましては、先ほど歳出で説明しました浄化

センターの機器更新工事の確定見込みによります減額。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、財政対策分４５０万７,０００円

の減額の補正。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度繰越金の当初予算額を差引きました残り全額、１９４

万２,０００円の補正であります。 

 ６ページをお開きください。 

 ６款１項町債１目下水道事業債は、特定環境保全公共下水道事業２０万円の減額の補

正でありまして、事業の確定見込みによります計上であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に４ページの説明をいたします。 

 ４ページは、第２表、地方債補正の変更であります。 

 起債の目的の過疎対策事業、特定環境保全公共下水道事業は、補正前の限度額４０万

円から１０万円を減額しまして、補正後は３０万円となります。 

 下水道事業は、補正前の限度額が９２０万円から１０万円を減額しまして、補正後は

９１０万円。内訳は、特定環境保全公共下水道事業が、補正前の限度額４０万円から補

正後３０万円になりまして、１０万円の減額。地方公営企業法適用化事業につきまして

は、変わらず８８０万円であります。 

 利率につきましては、記載のとおりであります。 

 以上で、議案第７９号を終わりまして、次に、議案第８０号の説明に移ります。 

 議案第８０号令和３年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 これより、事項別明細書により説明をいたします。 

 ７ページの歳出をお開きください。 

 ２、歳出。 

 ２款保険給付費２項介護予防サービス等諸費２目介護予防サービス計画給付費は、１

８節負担金補助及び交付金、居宅介護サービス計画給付費１万６,０００円の補正であり

まして、本年度の実績によります推計で不足が見込まれるため、計上するものでありま

す。 

 ３項その他の諸費１目審査支払手数料２万２,０００円の補正は、１１節役務費、国保

連への審査支払手数料も今年度の実績による推計で、不足の見込額を計上しておりま

す。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は１８節負担金補助及び交付金、
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高額介護サービス費１１４万５,０００円の補正で、対象者が３名ほど増となる見込みで

ありますことから、補正しようとするものであります。 

 ８ページをお開きください。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は１８節負担金

補助及び交付金、高額医療合算介護サービス費３２万７,０００円の補正で、件数が１３

件ほど増となる見込みで補正をするものであります。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は１８節負担金補助

及び交付金、特定入所者介護サービス費１８４万４,０００円の補正で、この主な要因に

つきましては、施設入所者の入れ替わりによります入所日数の増の見込みによるもので

あります。 

 次に、３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費につきまして

は、１８節負担金補助及び交付金、第１号事業給付費６９万８,０００円の補正で、訪問

型サービスが１６名、通所型サービスが３名の利用見込み増によるものであります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費９万円の補正につきましては、利用の見込み増

によるもので、１２節委託料、総合事業委託料は２２件、８万８,０００円の増でありま

す。 

 次のページに移りまして、１８節負担金補助及び交付金、第１号介護予防支援事業費

は、１件、２,０００円の増。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

は、１２節委託料、介護予防サービス計画作成料で、３５件の増を見込みまして７万９,

０００円の補正。 

 ４項その他諸費１目審査支払手数料２,０００円の補正につきましては１１節役務費、

国保連への審査支払手数料で、本年度の実績による推計で不足見込額の計上でありま

す。 

 １０ページをお開きください。 

 ５款諸支出金２項繰出金１目他会計繰出金３万１,０００円の補正は、歳入の国庫補助

金、保険者機能強化推進交付金の額の決定に伴う補正であります。 

 一般会計では、介護用品給付事業に充当しております。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。 

 ４ページをお開きください。 

 １、歳入であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金６７万円の補正は、歳出の介護

給付費に係る国の負担分２０％のルール分であります。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金２８万６,０００円の補正も、歳出の介護給付費に係る

ルール分、８.４９％分。 

 ２目地域支援事業交付金１９万８,０００円の補正は、介護予防・日常生活支援総合事



― 38 ― 

業の２５％分。 

 ３目保険者機能強化推進交付金は、交付額の決定による３万１,０００円の補正。 

 ４目保険者努力支援交付金も、交付額の決定によります４万２,０００円の補正であり

ます。 

 次に、３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４１万８,０００円の補正であ

りますが、歳出の介護給付分に係るルール分１２.５％分。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金９万９,０００円の補正は、介護予防・日常生活

支援総合事業の１９.５％分であります。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金９０万４,０００円の補正は、歳出の介

護給付費分に係るルール分２７％分。 

 ２目地域支援事業支援交付金２１万３,０００円の補正は、地域支援事業の２７％分の

計上であります。 

 続きまして、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金５１万８,０００円の補

正であります。１節介護給付費繰入金、介護給付分４１万８,０００円の補正は、歳出の

介護給付に係るルール分１２.５％分。３節地域支援事業繰入金１０万円は、介護予防・

日常生活支援総合事業の１２.５％分の計上であります。 

 ６ページを御覧ください。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は７９万６,０００円の補正で、介護給

付費等に係る介護保険料の不足分について計上しております。 

 ８款諸収入２項４目雑入は７万９,０００円の補正で、ケアプラン作成件数の増により

ます増額であります。 

 以上で、議案第７５号から議案第８０号までの説明を終わらせていただきます。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、議案第７５号令和３年度陸別町一般会計補正予算

（第６号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。 

 事項別明細書は、１１ページからを参照してください。 

 １款議会費１１ページから、２款総務費１７ページ中段まで。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、３款民生費１７ページ下段から、４款衛生費１９ページ

下段まで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、６款農林水産業費１９ページ下段から、７款商工費２２
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ページ下段まで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、８款土木費２２ページ下段から２４ページ中段まで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、１０款教育費２４ページ中段から２７ページまで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、歳出全般について行います。ただし、款を区切っての質

疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとします。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳出についての質疑を終わります。 

 次に、歳入全般について質疑を行います。 

 歳入の事項別明細書は、７ページから１０ページまでを参照してください。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） それでは、２点、お伺いいたします。 

 まず、７ページの歳入の１４款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費補助金の１節総

務管理費補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金４０１万６,０００

円についてであります。 

 これにつきましては、先ほどの説明で既に当初予算で計上されているものに充当する

ということでありました。これに関連してでありますが、現在、国のほうでは今年度の

補正予算を調整しているところでありまして、その中で生活困窮者に対する灯油購入費

の助成についても盛り込むとしております。 

 当町には、冬期生活支援事業、これが実施されているということを承知した上でお伺

いするわけでありますが、この福祉灯油事業、既に今、新聞でもいろいろ報道されてお

りますが、道といたしましても道内１７９市町村のうちの１５５市町村で既に実施され

ているということで、交付金を５割引上げる方針という、昨日ですか、知事の説明があ

りました。今後、当町も国の追加配分、臨時交付金の追加配分があった場合、事業実施

計画の中に含める考えがあるのかお伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 議員からお話ありましたように、これから出てくるものであ

ると思うのですけれども、詳細についてはまだはっきり分かっておりません。今回、午

前中説明しました臨時交付金の中でも追加配分とか、事業者支援分については３次分の

追加のような形で来ていまして、交付金の事業については全部その中で配分するという

ような形になつております。この次、来た場合にも該当する事業があれば、国から交付

いただけるわけですから、できるだけ交付される配分額については、全部対象となるよ

うに、これから事業内容についても検討することとなるというふうに考えております。 
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 以上であります。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいま答弁をいただいたわけでありまして、予算案の説明で

も副町長もおっしゃられておりましたが、昨年の同時期に比べてたしか２９円、私の知

る限りでは昨年８４円であったものが現在１１３円とか、２９円ほど上がっているとい

うことはお互い理解できるところでありまして、この窮状というか、そういうものを鑑

みて生活支援事業に加えて、しつこい質問になりますが、加えてこの臨時交付金を充て

て、暖房用燃料の購入助成が必要と、私は考えるわけでありますが、再度の質問になっ

てしまいますが、お答えいただきたいと思います。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 福祉灯油の関係だと思うのですが、この件につきましては、

令和２年度から当町については、冬期支援事業ということで行っております。それ以

前、いろいろ議会の中でも御質問等がありまして、灯油高騰の際に、これまではこの事

業を行ってきたわけです。これを今回、令和２年度からは毎年出してあげるということ

で、高騰しても高騰しなくても出すという制度にしています。 

 ですので、もともとの高騰した事業の制度であると、高騰したときに出す制度である

というふうに考えておりますので、この事業につきましては、恐らく歳出の関係だと思

うのですけれども、改めて追加してという考えはございません。あくまでも今やる事業

の中の補助がなくても、交付金がなくても、町は単費でやっているわけですから、これ

らを歳入の充当先として利用していきたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 私の質問に対する答弁については、理解いたしました。 

 冒頭で２件と申し上げたのですが、頭出しもしてなかったものですから、以上で質問

終わります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳入についての質疑を終わります。 

 次に、第２条、地方債の補正について、質疑を行います。 

 ５ページから６ページまでの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。 

 ただし、歳入歳出双方に関連あるものに限定します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７５号令和３年度陸別町一般会計補正予算（第６号）を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７５号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７６号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７６号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７６号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７７号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第４号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７７号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第４号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７７号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７８号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、地方債の補正について質疑を行います。 

 ４ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７８号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７８号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第７９号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、５ページから８ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、地方債の補正について質疑を行います。 

 ４ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７９号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７９号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第８０号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから１０ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第８０号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８０号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 以上で、本日の日程は、全て終了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

散会 午後 １時２４分   
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以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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